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学 位 論 文 題 目 ChangesintheLateralPillarClassificationin
Perthes' Disease
(ペルテス病 におけるLateralPillar分類の変化)

論 文 審 査 委 員 教授 木股 敬裕 教授 金滞 右 准教授 西田 圭一郎

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

ペルテス病において予後評価および治療法の決定にlateralp山ar分頼 (以下LP分類)が

広く用いられているoLP分類は治療経過に伴ってgradeが変化することがあり,初診時

X線像をLP分類で評価 しても予後評価と相関しないことがある｡我々は,治療法,壊死

範囲,発症年齢といった因子が,LP分類のgrade変化に与える影響について検討した.

保存的に治療した102例のペルテス病患者についてLP分類のgrade変化の推移を観察し

た.32例 (31%)でgradeが変化していた.治療法で比較すると､大腿骨近位骨端部 (骨

端核)への力学的負荷がかかる治療法ではgradeが変化する症例が有意に多かった.壊死

範囲で比較すると,壊死範囲の広い症例においてgradeが変化する症例が有意に多かった.

発症年齢によってgradeが変化する割合に差は認めなかった.ペルテス病に対し保存療法

を行う場合､発症年齢に関わらず壊死範囲の広い症例では治療経過中にIJP分類のgrade
変化を起こしやすいので注意を要する｡そのような症例に対 しては骨端核への力学的負荷

が少なくgrade変化を起こしにくい治療法の選択が推奨される.

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

ペルテス病に対する治療法と予後を決定する評価として､Lateral

Pinar(LP)分類が一般的に用いられている｡しかし､実際にはこ

の LP分類は治療中に変化することがあり､予後を決定するまでに

は至っていない｡本研究は､この治療中の LP分類の変化に及ぼす

影響因子を調査することにより､最適な治療法を導き出すのが目的

である｡ペルテス病症例 110例に対し､ⅩPによる詳細な分析と治

療結果､予後を検討した｡その結果､30%の症例が治療中にLP分

類が変化していること､そして装具療法などの部分的荷重を加えた

方が､免荷療法より壊死範囲が広がることを明らかたした｡今後の

臨床に役立つ結果を導き出したことになり､価値ある業唐と認める｡

よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると静める｡


